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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の生体情報を測定する携帯用複合センサー装置において、
　前記複数の生体情報を測定する複数の生体情報測定回路装置と；
　前記複数の生体情報測定回路装置のそれぞれが入力信号を受けるための複数の入力端子
セットと；
　生体情報を有する対象が前記複数の入力端子セットのうち一つのセットに電気的に連結
されると、前記電気的に連結された入力端子セットを介して前記生体情報を有する対象に
電流が流れるようにし、前記電流を感知すれば出力信号を発生させ、常に電力が供給され
る複数の電流感知器と；
　前記生体情報測定回路装置のそれぞれの出力端子と連結されて、アナログ信号をデジタ
ル信号に変換するＡＤ変換器と；
　スマートフォンとデータを送受信する無線通信手段と；
　前記ＡＤ変換器の出力を受信するマイクロコントローラーと;を含み、
　前記マイクロコントローラーは、前記携帯用複合センサー装置に内蔵されたバッテリー
の電力を供給され、
　生体情報を測定しない時には、前記マイクロコントローラーは、スリープモードで動作
し、前記複数の生体情報測定回路装置、前記ＡＤ変換器、および前記無線通信手段をパワ
ーオフさせ、
　前記マイクロコントローラーは、前記電流感知器の前記出力信号を受ければ活性化モー
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ドに変更されて、前記電流感知器に該当する前記複数の生体情報測定回路装置のうち一つ
、前記ＡＤ変換器および前記無線通信手段をパワーオンさせ、制御し、
　前記携帯用複合センサー装置は、測定した生体情報データを前記スマートフォンの画面
にディスプレイし；
　前記携帯用複合センサー装置は、前記携帯用複合センサー装置のケースに複数個の心電
図電極と一つの血液試験ストリップ挿入口を具備したことを特徴とする携帯用複合センサ
ー装置。
【請求項２】
　前記複数の生体情報は、心電図情報および血液情報であることを特徴とする請求項１に
記載の携帯用複合センサー装置。
【請求項３】
　前記血液情報は、血糖レベル、ケトン（ｋｅｔｏｎｅ）レベルまたは血液凝固指数（Ｉ
ＮＲ）のうち一つまたは二つ以上であることを特徴とする請求項２に記載の携帯用複合セ
ンサー装置。
【請求項４】
　前記無線通信手段がブルートゥース（登録商標）・ロー・エネルギー（ＢＬＥ）を支援
することを特徴とする請求項１に記載の前記携帯用複合センサー装置。
【請求項５】
　前記電流感知器が感知する前記電流は、直流電流であることを特徴とする請求項１に記
載の前記携帯用複合センサー装置。
【請求項６】
　携帯用複合センサー装置とスマートフォンを利用して複数の生体情報を測定する方法に
おいて、
　前記スマートフォンでアプリが実行されれば、前記スマートフォンのディスプレイに生
体情報を選択する複数の選択ボタンを表示する段階と；
　前記複数個の選択ボタンのうち一つが選択されて接触すれば、接触した前記ボタンの情
報を前記携帯用複合センサー装置に送信する段階と；
　前記携帯用複合センサー装置のマイクロコントローラーは、複数個の電流感知器のうち
一つにより活性化する段階と；
　前記活性化したマイクロコントローラーが無線通信手段を介して前記ボタン情報を受信
する段階と；
　前記マイクロコントローラーが前記受信されたボタン情報に該当する生体情報測定回路
部をパワーオンさせ、測定する段階と；
　前記マイクロコントローラーがＡＤ変換器をパワーオンさせ、前記ＡＤ変換器が前記生
体情報測定回路部の出力をＡＤ変換して、前記マイクロコントローラーに伝達する段階と
；
　前記マイクロコントローラーが前記測定された生体情報を前記無線通信手段を介して前
記スマートフォンに伝送する段階と；
　前記測定された生体情報をスマートフォン画面にディスプレイする段階と；
　前記測定された生体情報を前記スマートフォンのメモリーに保存する段階と；を含むこ
とを特徴とする複数の生体情報を測定する方法。
【請求項７】
　前記複数の生体情報は、心電図情報と血液情報であることを特徴とする請求項６に記載
の複数の生体情報を測定する方法。
【請求項８】
　前記血液情報は、血糖レベル、ケトン（ｋｅｔｏｎｅ）レベルまたは血液凝固指数（Ｉ
ＮＲ）のうち一つまたは二つ以上であることを特徴とする請求項７に記載の複数の生体情
報を測定する方法。
【請求項９】
　心電図情報測定の場合、
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　前記携帯用複合センサー装置のケースに設けられた前記複数の心電図電極に複数の身体
部位が接触する段階と；
　心電図電流感知器により前記マイクロコントローラーが活性化する段階と；
　ＢＬＥ通信を介して前記スマートフォンで心電図測定ボタンが選択されたかを確認する
段階と；
　心電図測定回路部をパワーオンさせる段階と；
　さらに前記複数の心電図電極が接触状態であるかを確認した後、測定データをＡＤ変換
を開始する段階と；を含むことを特徴とする請求項７に記載の複数の生体情報を測定する
方法。
【請求項１０】
　前記血液情報測定の場合、
　前記携帯用複合センサー装置のケースに設けられた血液試験ストリップ挿入口に血液試
験ストリップが挿入される段階と；
　血液電流感知器により前記マイクロコントローラーが活性化する段階と；
　血液測定回路部をパワーオンさせる段階と；
　測定データをＡＤ変換する段階を含むことを特徴とする請求項７に記載の複数の生体情
報を測定する方法。
【請求項１１】
　前記マイクロコントローラーを活性化させるためのインターラプトの優先順位において
前記血液試験ストリップ挿入によるインターラプトの優先順位を前記心電図電極接触によ
るインターラプトの優先順位より高くすることを特徴とする請求項８に記載の複数の生体
情報を測定する方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の生体情報を測定する携帯用複合センサー装置および測定方法に関し、
より詳細には、一つの複合センサー装置で心電図と血糖を含む異種の検査項目を機械的ス
イッチングをせずに自動に選択して測定することができ、測定結果をスマートフォンに示
すカード型携帯用複合センサー装置と、これを無線でスマートフォンと連動して測定する
方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯型健康測定装置は、血糖や心電図（ＥＣＧ：Ｅｌｅｃｔｒｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐ
ｈ）のように単一項目で測定されるものは製品化されたが、血糖と心電図を含む複数の検
査項目を測定しようとする人は、それぞれの測定装置を別に携帯しなければならない不便
さがある。したがって、一つの装置に異種の測定項目を測定できる複合センサー測定装置
が必要である。複合センサー測定装置は、小型で具現しなければならないので、体積が小
さくなければならず、ほとんどのものがバッテリーで動作するので、長時間使用するには
電力消耗が少なくなければならない。
【０００３】
　従来の技術として、韓国特許公開第１０－２０１４－００６５８０１号には、センサー
入力システムに関するものであって、センサーの選択は、携帯端末機から選択された選択
信号により行われる技術が開示されている。
【０００４】
　一般的に、一つの携帯型複合センサー測定装置において電源スイッチが必要であり、検
査項目を変える時には、選択スイッチが必要であり、測定データを示すディスプレイが必
要である。しかし、機械的電源スイッチや選択スイッチおよびディスプレイは、携帯型測
定装置の体積や面積を増加させ、バッテリー電力を消費する問題と小型化の限界を招く。
【０００５】
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　また、複合センサー装置の血糖測定回路とＥＣＧ測定回路を別に構成し、電力供給を別
に制御しなければ、電源をオンとした時、すべての回路が作動して、電力消耗が大きくな
る問題が発生するので、必要な機能の回路のみが作動するようにすることが必要である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、前記問題点と必要性によりなされたものであって、その目的は、一つの複合
センサー装置で小型化のために機械的スイッチを使用せずに当該測定回路のみを自動に選
択して動作させ、測定結果をスマートフォンに示す携帯用複合センサー装置を提供するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記目的を達成するために、本発明による複数の生体情報を測定する携帯用複合センサ
ー装置は、前記複数の生体情報を測定する複数の生体情報測定回路装置と；前記複数の生
体情報測定回路装置のそれぞれが入力信号を受けるための複数の入力端子セットと；生体
情報を有する対象が前記複数の入力端子セットのうち一つのセットに電気的に連結される
と、前記電気的に連結された入力端子セットを介して前記生体情報を有する対象に電流が
流れるようにし、前記電流を感知すれば出力信号を発生させ、常に電力が供給される複数
の電流感知器と；前記生体情報測定回路装置のそれぞれの出力端子と連結されて、アナロ
グ信号をデジタル信号に変換するＡＤ変換器と；スマートフォンとデータを送受信する無
線通信手段と；前記ＡＤ変換器の出力を受信するマイクロコントローラーと；を含み、前
記マイクロコントローラーは、前記携帯用複合センサー装置に内蔵されたバッテリーの電
力を供給され、生体情報を測定しない時には、前記マイクロコントローラーは、スリープ
モードで動作し、前記複数の生体情報測定回路装置、前記ＡＤ変換器、前記無線通信手段
をパワーオフさせ、前記マイクロコントローラーは、前記電流感知器の前記出力信号を受
ければ活性化モードに変更されて、前記電流感知器に該当する前記複数の生体情報測定回
路装置のうち一つ、前記ＡＤ変換器および前記無線通信手段をパワーオンさせ、制御し、
前記携帯用複合センサー装置は、測定した生体情報データを前記スマートフォンの画面に
ディスプレイし；前記携帯用複合センサー装置は、クレジットカード形態の薄型であり、
前記携帯用複合センサー装置のケースに複数個の心電図電極と一つの血液試験ストリップ
挿入口を具備したことを特徴とする。
【０００８】
　前記複数の生体情報は、心電図情報および血液情報であり、前記血液情報は、血糖レベ
ル、ケトン（ｋｅｔｏｎｅ）レベルまたは血液凝固指数（ＩＮＲ）のうち一つまたは二つ
以上であることを特徴とする。
【０００９】
前記無線通信手段がブルートゥース（登録商標）・ロー・エネルギー（ＢＬＥ）を支援す
ることを特徴とする。
【００１０】
　前記電流感知器が感知する前記電流は、直流電流であることを特徴とする。
【００１１】
　本発明の他の実施形態として、携帯用複合センサー装置とスマートフォンを利用して複
数の生体情報を測定する方法は、前記スマートフォンでアプリが実行されれば、前記スマ
ートフォンのディスプレイに生体情報を選択する複数の選択ボタンを表示する段階と；前
記複数個の選択ボタンのうち一つが選択されて接触すれば、接触した前記ボタンの情報を
前記携帯用複合センサー装置に送信する段階；前記携帯用複合センサー装置のマイクロコ
ントローラーは、複数個の電流感知器のうち一つにより活性化する段階と；前記活性化し
たマイクロコントローラーが無線通信手段を介して前記ボタン情報を受信する段階と；前
記マイクロコントローラーが前記受信されたボタン情報に該当する生体情報測定回路部を
パワーオンさせ、測定する段階と；前記マイクロコントローラーがＡＤ変換器をパワーオ
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ンさせ、前記ＡＤ変換器が前記生体情報測定回路部の出力をＡＤ変換して前記マイクロコ
ントローラーに伝達する段階と；前記マイクロコントローラーが前記測定された生体情報
を前記無線通信手段を介して前記スマートフォンに伝送する段階と；前記測定された生体
情報をスマートフォン画面にディスプレイする段階と；前記測定された生体情報を前記ス
マートフォンのメモリーに保存する段階と；を含む。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明による携帯用複合センサー装置は、一つのクレジットカード形態の装置であって
、携帯に便利であり、時間と場所に拘束されることなく複数の医学的情報を測定すること
ができ、無線でスマートフォンと通信するので使用しやすい。
【００１３】
　また、本発明による携帯用複合センサー装置は、使用しない時には、電流感知器を除い
たすべての回路がパワーオフされ、マイクロコントローラーのみがスリープモード（ｓｌ
ｅｅｐ　ｍｏｄｅ）に入るようにし、使用する時には、必要な回路のみに電力を供給して
活性化モードに入るようにするので、複合センサー装置に内蔵されたバッテリーの電力消
耗を最大に減少させることができる。
【００１４】
　また、本発明による前記携帯用複合センサー装置は、機械的な電源スイッチや選択スイ
ッチを含まないので、小型、薄型化を可能にし、ユーザがスイッチを使用する不要な煩雑
さ、スイッチの故障の可能性と有限な寿命、製造コストの上昇を招かない。また、前記携
帯用複合センサー装置を使用する時には、ユーザがどんなスイッチをいつどのように使用
すべきかの使用法を知る必要がないので、使用が便利である。
【００１５】
　また、本発明による前記携帯用複合センサー装置は、ＬＣＤなどのディスプレイを含ま
ないので、ディスプレイの故障の可能性と劣化、製造コストの上昇を招かず、小型である
ので、携帯しやすい。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明による携帯用複合センサー装置を示す斜視図である。
【図２】本発明の一実施形態による携帯用複合センサー装置に内蔵された回路を示すブロ
ック図である。
【図３】本発明の他の実施形態による携帯用複合センサー装置に内蔵された回路を示すブ
ロック図である。
【図４】本発明によるスマートフォンのアプリを実行した時のスマートフォンディスプレ
イを示す例示図である。
【図５】本発明による心電図を測定する時の複合センサー装置の動作を示すフローチャー
トである。
【図６】本発明による血糖値を測定する時の複合センサー装置の動作を示すフローチャー
トである。
【図７】本発明によるスマートフォンのアプリを示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、図面を参照して本発明による実施形態を説明する。本実施形態において携帯用複
合センサー装置は、心電図（ＥＣＧ）測定装置に血糖測定装置が結合した例を取って説明
するが、これに制限されない。前記血糖測定装置は、血糖以外の血液情報、例えばストリ
ップに点着した毛細管血のケトン（ｋｅｔｏｎｅ）レベルや血液凝固指数（ＩＮＲ：Ｉｎ
ｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｎｏｒｍａｌｉｚｅｄ　Ｒａｔｉｏ）を測定する機能を有する
装置であってもよい。 
【００１８】
　前記心電図測定は、二つ以上の電極を人体の他の部位に接触させて心臓で発生する電圧
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を測定する。多数の電極を人体のあらかじめ定められた特定の部位に接触させて心電図を
測定すれば、より多くの心臓の活動に関する情報を得ることができる。したがって、以後
の本発明の実施形態において心電図電極を一対で記述するが、本発明による携帯用複合セ
ンサー装置は、より多くの数の心電図電極を本発明による携帯用複合センサー装置のケー
スに具備することができる。
【００１９】
　前記血糖レベルやケトンレベルは、アンペロメトリック方法を使用して測定することが
できる。前記ＩＮＲは、血液凝固の傾向を示す尺度であって、毛細管血に対する電気イン
ピーダンス方法、アンペロメトリック方法、機械的方法などを使用して測定することがで
きる。前記血液特性試験に必要な血液試験ストリップを挿入できる一つの血液試験ストリ
ップ挿入口は、本発明による携帯用複合センサー装置のケースに具備することができる。
【００２０】
　本発明による心電図と血糖測定のための携帯用複合センサー装置は、次のような問題点
と困難性を克服するために案出された。
【００２１】
　最初の問題は、次の通りである。ユーザの便宜性を最大化するために、ユーザがユーザ
マニュアルを保管したり熟読する必要がないようにしなければならない。また、ユーザマ
ニュアルは、できるだけ簡単なものが好ましい。また、ユーザが、できるだけ小さい規則
で装置を使用することが要求される。より好ましくは、ユーザが使用規則なしに使用でき
るものである。使用規則なしに使用する場合、測定システムは、ユーザの任意の使用方法
に対応できなければならない。例えば、ユーザは、スマートフォンのアプリ（ａｐｐｌｉ
ｃａｔｉｏｎ）を先に実行させてもよく、複合センサー装置の電流感知器を先に作動させ
てもよい。したがって、スマートフォンのアプリと複合センサー装置は、ユーザの作動順
序に関係なく、所望の結果を提供できなければならない。したがって、できるだけすべて
の作動順序の場合の数に対して異常なく所望の結果を提供するスマートフォンのアプリと
複合センサー装置の電子回路とファームウェアを作成しなければならない。しかし、スマ
ートフォンのアプリと複合センサー装置の電子回路とファームウェアを、ユーザの規則が
なく、自動順序に従わない使用法に問題ないように作成することは難しい。
【００２２】
　二番目の問題は、次の通りである。心電図と血糖を測定できる複合センサー装置を使用
して血糖を測定する時に、ユーザが無意識のうちに複合センサー装置に付着した心電図電
極をタッチすることがある。この場合、心電図測定に該当する電流感知器が作動して、前
記複合センサー装置は、所望しない心電図測定を開始し、スマートフォンディスプレイに
所望しない心電図測定結果が表示され得る。したがって、血糖を測定する時には、ユーザ
が無意識のうちに心電図電極をタッチしても、心電図測定を開始しないようにしなければ
ならない。しかし、これは、心電図測定を希望する場合に、心電図電極をタッチすれば心
電図測定を開始しなければならない最初に計画した動作方式に背く。
【００２３】
　三番目の問題は、次の通りである。ユーザが次の１）、２）、３）からなる過程の動作
方法を使用することができる。１）心電図を測定するには、優先的に複合センサー装置を
作動させなければなければならないと考えるユーザが複合センサー装置の一対の電極をタ
ッチする。この際、電流感知器が作動して、複合センサー装置がパワーオンとなる。２）
ユーザがスマートフォンで心電図測定のアプリを実行して心電図測定を選択する。３）心
電図測定をするためにユーザがさらに複合センサー装置の一対の電極をタッチして心電図
測定を開始する。しかし、前記１）、２）、３）の段階からなる前記過程は、困難を発生
させる。なぜなら、最初に複合センサー装置の一対の電極をタッチした時、複合センサー
装置が既にオン（ｏｎ）とされたので、２番目のタッチは意味ない行為になるからである
。この問題を解決するためには、ユーザの一番目のタッチと二番目のタッチを区別し、区
別結果によってそれぞれを処理しなければならない困難がある。この問題も、使用規則が
存在し、ユーザが使用規則に基づいて使用すると、容易に解決することができる。しかし
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、かえって好ましいものは、ユーザが前記過程を使用することを許容し、これを受容でき
る解決策を提示することである。
【００２４】
　四番目の問題は、次の通りである。心電図を測定する場合、一般的に一定の時間、例え
ば３０秒間の心電図測定が要求される。このために、複合センサー装置は、一対の電極が
タッチされてスマートフォンと連結された後から３０秒間心電図を測定すれば良い。これ
は、測定開始時点を確定できる時に可能である。しかし、前記三番目の問題で提示した前
記１）、２）、３）の段階からなる過程では、測定開始時点を確定し難い。
【００２５】
　五番目の問題は、次の通りである。複合センサー装置を使用して血糖を測定する時に、
血糖ストリップを複合センサー装置のストリップ挿入口に挿入した後から血液をストリッ
プに点着してから測定が完了するまでは相当時間が必要である。この時間の間に複合セン
サー装置は、バッテリー消耗を減少させるためにスマートフォンと通信を抑制する必要が
ある。したがって、複合センサー装置は、血糖測定が完了した後にスマートフォンにその
結果を送信することが好ましい。また、血糖ストリップがストリップ挿入口に挿入される
場合、ユーザが血糖測定を希望することが明確であるので、ユーザは、スマートフォンデ
ィスプレイで血糖測定ボタンを選択する必要はなく、単にスマートフォンのアプリのみを
開始させれば良い。しかし、一方、血糖の測定を希望する他のユーザは、先にスマートフ
ォンディスプレイで血糖測定ボタンを選択しようと試みることができる。したがって、ス
マートフォンのアプリは、このような血糖の測定を希望する多様なユーザの前記２種類の
使用方法を受け入れなければならない。
【００２６】
　六番目の問題は次の通りである。心電図測定をする時には、心電図測定回路のみをオン
（ｏｎ）とさせ、血糖を測定する時には、血糖測定回路のみをオン（ｏｎ）とさせなけれ
ばならない。そうでなければ、バッテリー電力が浪費される。しかし、それぞれの回路に
対する電源スイッチや選択スイッチを使用することなく、この問題を解決しなければなら
ない必要がある。
【００２７】
　七番目の問題は、次の通りである。心電図測定をする時には、心電図測定回路の出力を
ＡＤ変換しなければならず、血糖を測定する時には、血糖測定回路の出力をＡＤ変換しな
ければならない。すなわち一つのＡＤ変換器を使用する場合、所望の測定回路の出力をＡ
Ｄ変換器の入力で選択しなければならない。しかし、複合センサー装置に選択スイッチが
ない状態でこの問題を解決しなければならない。
【００２８】
　本発明は、系統的な回路設計とソフトウェア製作により前記問題を解決する。
【００２９】
　図１は、本発明による携帯用複合センサー装置の斜視図を示すものであり、心電図を測
定するために、上面に所定の間隔で離隔した一対の電極１７２、１７４と、血糖を測定す
るために一側面に血糖ストリップ１７８を挿入できる血糖ストリップ挿入口１７６とを含
んでいる。
【００３０】
　本発明による携帯用複合センサー装置は、携帯性を高めるためにクレジットカードの形
態であり、厚さが６ｍｍ以下であることが好ましい。電源は、ＣＲ２０３２型バッテリー
であり、２年ほどの使用時間が好ましい。
【００３１】
　また、携帯用複合センサー装置の小型化のために機械的電源スイッチや選択スイッチが
なく、電力消耗を減少させるためにディスプレイを使用しない。
【００３２】
　本発明による携帯用複合センサー装置において、機械的電源スイッチや選択スイッチを
使用しないために電流感知器を使用する。前記電流感知器は、動作に必要な電力を常に供
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給され、イベントが発生すれば、出力信号を発生させるために待機する。生体情報を有す
る対象は、前記電流感知器と電気的に連結されると、電流が流れることができるループを
完成する。したがって、前記生体情報を有する対象が前記電流感知器と電気的に連結され
ると、前記電流感知器が前記生体情報を有する対象に微細電流が流れるようにし、前記電
流感知器は、前記微細電流を感知して出力信号を発生させる。携帯用複合センサー装置を
使用しない場合には、前記電流感知器のみが動作し、残りの回路は、パワーオフにされ、
マイクロコントローラーは、スリープ（ｓｌｅｅｐ）モードで待機した中に、血糖ストリ
ップを挿入したり両方の手を電極にタッチするイベントが発生して電流感知器に電流が感
知されれば、前記マイクロコントローラーは、活性化して、当該回路をパワーオンさせる
。
【００３３】
　電流感知器が感知する前記電流は、前記携帯用複合センサー装置に設けられたバッテリ
ーから供給され、直流電流であることを特徴とする。
【００３４】
　図２および図３は、本発明による携帯用複合センサー装置に内蔵された回路のブロック
図を示す。図２および図３に示されたブロックのそれぞれは、商用化された部品を使用し
て従来の技術で具現が可能である。
【００３５】
　図２は、バッテリーに直接連結された一つのマイクロコントローラーと複数の電流感知
器にのみ電力が供給され、電源スイッチがない実施形態を示す。各ブロックの上側に入る
矢印は、いずれも電力供給線である。マイクロコントローラー２８０から無線通信手段２
９０の入力端子に入る矢印を除いてバッテリー２００とマイクロコントローラー２８０か
ら出る矢印は、電力供給線である。血糖電流感知器２２０と心電図電流感知器２５０の電
力は、バッテリー２００と直接連結された電力供給線を介してバッテリー２００から直接
供給される。血糖測定回路２３０と心電図測定回路２６０、ＡＤ変換器２７０、無線通信
手段２９０は、マイクロコントローラー２８０がマイクロコントローラー２８０から出る
電力供給線をハイ（Ｈｉｇｈ）とすれば、電力が供給され、ロウ（Ｌｏｗ）とすれば、パ
ワーオフにされる。ハイ（Ｈｉｇｈ）とロウ（Ｌｏｗ）は、電圧を意味し、例えばハイ（
Ｈｉｇｈ）は３Ｖ、ロウ（Ｌｏｗ）は０Ｖである。
【００３６】
　図３は、マイクロコントローラー２８０のみがバッテリー２００に直接連結されて、バ
ッテリー電力を供給され、電源スイッチがない二番目の実施形態であって、複数の電流感
知器２２０、２５０、複数の生体情報測定回路部２３０、２６０、一つのＡＤ変換器２７
０および一つの無線通信手段２９０は、それぞれに連結された電力供給線を介してマイク
ロコントローラー２８０が前記マイクロコントローラー２８０から出る電力供給線をハイ
（Ｈｉｇｈ）とすれば、電力が供給され、ロウ（Ｌｏｗ）とすればパワーオフにされる。
前記マイクロコントローラー２８０がスリープモード（ｓｌｅｅｐ　ｍｏｄｅ）である時
も、前記血糖電流感知器２２０と前記心電図電流感知器２５０には、前記マイクロコント
ローラー２８０の電力供給線を介して電力が供給される。
【００３７】
　図２および図３で、入力端子セット２１０は、血液試験ストリップ挿入口に設けられ、
血液試験ストリップが挿入されれば、前記血液試験ストリップを前記血糖測定回路２３０
の入力端子と電気的に連結させるための複数の電気端子を示す。また、図２および図３で
、入力端子セット２４０は、本発明による携帯用複合センサー装置のケースに設けられた
複数個の心電図電極を前記心電図測定回路２３０の入力端子と電気的に連結させるための
複数の電気端子を示す。
【００３８】
　図２および図３で、前記電流感知器２５０と前記マイクロコントローラー２８０は、前
記バッテリー２００から直接電力を供給されるもので表現したが、バッテリー２００から
電力を供給される一つのＤＣ－ＤＣコンバータあるいは一つの電圧レギュレーターを介し
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て電力を供給されることもできる。また、図２および図３には、前記生体情報測定回路部
２３０、２６０、前記ＡＤ変換器２７０および前記無線通信手段２９０の電力を前記マイ
クロコントローラー２８０がＯＮ／ＯＦＦするもので表現したが、前記生体情報測定回路
部２３０、２６０、前記ＡＤ変換器２７０および前記無線通信手段２９０の電力を一つの
ＤＣ－ＤＣコンバータあるいは一つの電圧レギュレーターを介して電力を供給し、前記Ｄ
Ｃ－ＤＣコンバータあるいは、前記電圧レギュレーターを前記マイクロコントローラー２
８０がＯＮ／ＯＦＦする実施形態も可能である。また、前記マイクロコントローラー２８
０から出る矢印は、当該ブロックの電力供給を制御する線であってもよい。
【００３９】
　本発明による血糖測定は、次のように行われる。ユーザが前記血糖ストリップ１７８を
前記血糖ストリップ挿入口１７６に挿入すれば、前記血糖電極２１０は、前記血糖ストリ
ップ１７８と電気的に連結される。この際、前記血糖電流感知器２２０は、前記血糖スト
リップ１７８を介して流れる微細な電流を感知して自動に出力信号を発生する。前記血糖
電流感知器２２０の出力信号は、スリープモードにあった前記マイクロコントローラー２
８０を活性化させる。これにより、前記マイクロコントローラー２８０は、前記血糖測定
回路２３０と前記ＡＤ変換器２７０をパワーオンさせる。前記血糖測定回路２３０は、挿
入された前記血糖ストリップ１７８に血液が点着すると、血糖測定を行い、出力信号を発
生させる。前記血糖測定回路２３０の出力は、前記ＡＤ変換器２７０でデジタル信号に変
換される。このデジタル信号は、前記マイクロコントローラー２８０により血糖値に換算
され、前記換算された血糖値は、前記無線通信手段２９０と前記アンテナ２９２を介して
スマートフォンに送信される。前記スマートフォンは、前記スマートフォンの画面に血糖
値をディスプレイする。
【００４０】
　本発明による心電図（ＥＣＧ）の測定は、次のように行われる。ユーザが前記一対の電
極１７２、１７４を両方の手でタッチした時、前記心電図電流感知器２５０は、前記両方
の手を介して微細な電流が流れるようにし、前記両方の手を介して流れる前記微細な電流
を検出する。これにより、前記電流感知器２５０は、前記マイクロコントローラー２８０
をスリープモードから活性化モードに変更されるようにする。これにより、前記マイクロ
コントローラー２８０は、前記心電図測定回路２６０と前記ＡＤ変換器２７０をパワーオ
ンさせ、前記心電図測定回路２６０の出力を受けた前記ＡＤ変換器２７０の出力を前記無
線通信手段２９０を介してスマートフォンに送信する。データを受信したスマートフォン
は、心電図の波形をディスプレイする。一定の時間の測定が終われば、前記マイクロコン
トローラー２８０は、スリープモードに入って、次回の両方の手のタッチを待機する。
【００４１】
　図４は、本発明によるスマートフォンのアプリを実行した時の例示図であり、スマート
フォン４１０のディスプレイ４２０にタッチボタン４３２、４３４、４３６、４４２、４
４４、４４６、４５０を示す。ユーザが心電図を測定するためには、心電図測定ボタン４
３２をタッチする。その後、ユーザが前記複合センサー装置１７０の前記一対の電極１７
２、１７４をそれぞれ両方の手でタッチしていれば、前述したように、前記複合センサー
装置１７０で心電図が測定され、測定された心電図が前記スマートフォンディスプレイ４
２０にチャート形態で示され、測定されたデータは、前記スマートフォン４１０に保存さ
れる。過去に保存された心電図測定データをさらにチャート形態で見るには、「開く」ボ
タン４３４をタッチする。医師や病院に保存されたデータを送るには、伝送ボタン４３６
をタッチする。
【００４２】
　ユーザが血糖値を測定するには、血糖測定ボタン４４２をタッチする。ユーザが前記血
糖ストリップ１７８を前記血糖ストリップ挿入口１７６に挿入し、前記血糖ストリップ１
７８に血液を点着すると、前記複合センサー装置１７０で前述したように血糖測定が行わ
れ、結果が前記スマートフォンディスプレイ４２０に現れる。過去に保存された血糖デー
タをさらにチャート形態で見るには、前記「開く」ボタン４４４をタッチする。医師や病
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院に保存されたデータを送るには、前記伝送ボタン４４６をタッチする。
【００４３】
　心電図と関連したボタン４３２、４３４、４３６は、心電図ボックス４３０内に構成さ
れ、血糖に関連したボタン４４２、４４４、４４６は、血糖ボックス４４０内に構成され
る。設定ボタン４５０は、ユーザの名前、生年月日、性別、住所などを記録したり、選択
事項を設定しようとする時にタッチする。
【００４４】
　図５は、心電図を測定する時の本発明による前記複合センサー装置１７０の動作フロー
チャートである。ユーザが心電図を測定するために前記複合センサー装置１７０の前記一
対の電極１７２、１７４をそれぞれ両方の手でタッチする（５１０）。これにより、両方
の手の間に人体を介して流れる微細電流を感知した前記電流感知器２５０が出力信号を発
生させる（５１５）。この出力信号は、前記マイクロコントローラー２８０のインターラ
プトを発生させて、前記マイクロコントローラー２８０を活性化させる（５２０）。活性
化した前記マイクロコントローラー２８０は、前記無線通信手段２９０を活性化させる。
以下では、前記無線通信手段２９０がブルートゥース（登録商標）・ロー・エネルギー装
置である場合について記述する。前記複合センサー装置１７０の前記無線通信手段２９０
がブルートゥース（登録商標）・ロー・エネルギー周辺装置（ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ）と
して広告（ａｄｖｅｒｔｉｚｉｎｇ）する（５２５）。この際、ブルートゥース（登録商
標）・ロー・エネルギー中央装置（ｃｅｎｔｒａｌ）としてスキャニング（ｓｃａｎｎｉ
ｎｇ）していた前記スマートフォン４１０が前記複合センサー装置１７０を発見して連結
を試みる。この際、前記複合センサー装置１７０が連結を承認すれば、前記スマートフォ
ン４１０と前記複合センサー装置１７０は、ブルートゥース（登録商標）・ロー・エネル
ギー連結状態（ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ）となる（５３０）。
【００４５】
　この際、万一、前記スマートフォン４１０の前記心電図測定ボタン４３２がタッチされ
たら（５３５）、前記マイクロコントローラー２８０は、前記心電図測定回路２６０をパ
ワーオンさせる。前記二番目の問題で記述したように、前記複合センサー装置１７０の前
記一対の電極１７２、１７４は、ユーザが血糖を測定する過程中でも無意識のうちにある
いはミスをしてタッチされ得る。したがって、前記一対の電極１７２、１７４がタッチさ
れた理由が、ユーザが実際に心電図測定を希望したものであるか、それとも、ミスをして
タッチしたものであるかを区分できる方法が必要である。したがって、本発明では、図５
のＥＣＧ測定ボタン確認段階（５３５）を前記複合センサー装置１７０の前記一対の電極
１７２、１７４がタッチされた理由を区分する方法で使用する。
【００４６】
　心電図測定を要求された前記マイクロコントローラー２８０は、前記心電図測定回路２
６０のみを選択してパワーオンさせる（５４０）。本発明において前記心電図測定回路２
６０のパワーオンは、心電図測定の意図的なユーザ要求があったことを確認した後に行わ
れる。また、図２および図３に示されたように、心電図測定回路２６０に連結された前記
マイクロコントローラー２８０の出力ピンをハイ（Ｈｉｇｈ）として行われるようにする
。前記過程は、前記六番目の問題を解決する。
【００４７】
　次に、前記一対の電極１７２、１７４が両方の手にタッチされている状態であるかを前
記電流感知器２５０を利用して確認する（５４５）。この段階は、前記マイクロコントロ
ーラー２８０が心電図測定をいつから開始するか、すなわちＡＤ変換をいつから開始する
かを決定する。すなわち前記四番目の問題を解決する。この条件が満足されれば、前記マ
イクロコントローラー２８０は、心電図測定（ＡＤ変換）を開始する（５５０）。心電図
を測定しようとするユーザがスマートフォンのアプリをオンとさせ、心電図測定ボタン４
３２をタッチし、前記一対の電極１７２、１７４を両方の手でタッチした状態を継続的に
維持していたら、前記電極タッチ確認段階（５４５）は自動に満足される。したがって、
前記段階５４５がユーザの便宜性を制限したり、心電図の測定に制限を追加しない。しか
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し、万一、ユーザが前記一対の電極１７２、１７４を接触し（５１０）、前記スマートフ
ォンの心電図測定ボタン４３２をタッチした後、まだ前記一対の電極１７２、１７４をタ
ッチしなかったとすれば、複合センサー装置１７０は、ユーザが前記一対の電極１７２、
１７４をさらにタッチするまで待機しなければならない。したがって、図５の段階５４５
は、本発明の重要段階中の一つである。
【００４８】
　前記段階５１０から段階５４５までの手続およびこれに該当する図７のアプリの手続に
よって前述した三番目の問題は解決される。すなわち、前記心電図電極１７２、１７４が
タッチ（５１０）された理由を、スマートフォンで前記心電図測定ボタン４３２が選択さ
れたかを確認（５３５）した後、さらに前記一対の電極１７２、１７４がタッチ状態であ
るかを確認して（５４５）、心電図測定のための最後の準備が終わったかを確認した後、
心電図測定を開始する（５５０）。したがって、前記三番目の問題は解決された。また、
このような過程と手続は、心電図測定（ＡＤ変換）の正確な時点を提供し、したがって、
本発明は、前記四番目の問題を解決した。
【００４９】
　一方、前記段階５１０から段階５４５までの手続がユーザに不便さを提供したり、測定
時間を遅延したりしない。ユーザは、単にアプリを実行させた後、前記スマートフォンデ
ィスプレイ１２０で前記心電図測定ボタン４３２を一度タッチした後、心電図を測定する
ために前記心電図電極１７２と１７４をタッチ（５１０）すればよい。
【００５０】
　前記過程後に前記マイクロコントローラー２８０は、心電図測定を開始する（５５０）
。すなわち前記マイクロコントローラー２８０は、前記心電図測定回路２６０の出力と連
結された前記ＡＤ変換器２７０の入力端子と前記血糖測定回路２３０の出力と連結された
前記ＡＤ変換器２７０の入力端子のうち前者を選択するように、前記ＡＤ変換器２７０を
設定する。これは、ＡＤ変換に関連した前記マイクロコントローラー２８０の設定レジス
ターをセットすることにより行われる。その後、前記マイクロコントローラー２８０は、
あらかじめ設定されたＡＤ変換周期に合わせてＡＤ変換を行い、ＡＤ変換結果をもたらす
。本発明は、この過程と、この過程を行うファームウェアと図２または図３の回路により
心電図測定に該当する前記七番目の問題を解決する。
【００５１】
　測定された心電図データは、前記スマートフォン４１０に送信され（５５５）、あらか
じめ設定された測定時間、例えば３０秒が経過すれば、前記マイクロコントローラー２８
０は、スリープモードになる（５６０）。
【００５２】
　図６は、血糖値を測定する時、本発明による前記複合センサー装置１７０の動作フロー
チャートである。ユーザが血糖を測定するために前記血糖ストリップ挿入口１７６に一つ
の血糖ストリップ１７８を挿入すれば（６１０）、前記血糖電流感知器２２０は、微細電
流を検出し、出力信号を発生させる（６１５）。この出力信号は、前記マイクロコントロ
ーラー２８０のインターラプトを発生させて、前記マイクロコントローラー２８０を活性
化させる（６２０）。この際、前述した二番目の問題である無意識のうちにまたはミスに
よる前記一対の電極１７２、１７４のタッチによって既に前記マイクロコントローラー２
８０が活性化して、心電図測定段階にありえる。しかし、この問題は、前記血糖電流感知
器２２０の出力によるインターラプトの優先順位を前記心電図電流感知器２５０の出力に
よるインターラプトの優先順位より高くすることにより解決することができる。前記過程
により、本発明は、前記二番目の問題を解決する。
【００５３】
　前記活性化したマイクロコントローラー２８０は、血糖測定の要求を受けたので、前記
血糖測定回路２３０のみを選択してパワーオンさせる（６２５）。すなわち本発明におい
て血糖測定回路２３０のパワーオンは、血糖測定の要求を受けた後に行われる。また、こ
れは、図２または図３に示されたように、前記血糖測定回路２３０に連結された前記マイ
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クロコントローラー２８０の出力ピンを介して行われる。したがって、本発明は、血糖測
定に該当する前記六番目の問題を解決する。
【００５４】
　次に、前記マイクロコントローラー２８０は、血糖測定を開始する（６３０）。まず、
前記マイクロコントローラー２８０は、前記心電図測定回路２６０の出力と連結された前
記ＡＤ変換器２７０の入力端子と前記血糖測定回路２３０の出力と連結された前記ＡＤ変
換器２７０の入力端子のうち後者を選択するように、前記ＡＤ変換器２７０を設定する。
これは、ＡＤ変換に関連した前記マイクロコントローラー２８０の設定レジスターをセッ
トすることにより行われる。その後、前記マイクロコントローラー２８０は、あらかじめ
設定されたＡＤ変換周期に合わせてＡＤ変換を行い、ＡＤ変換結果をもたらす。本発明は
、この過程と、この過程を行うファームウェアと図２または図３の回路により血糖測定に
該当する前記七番目の問題を解決する。
【００５５】
　血糖の測定が終了すれば、前記複合センサー装置１７０がブルートゥース（登録商標）
・ロー・エネルギー周辺装置として広告する（６３５）。前記広告（６３５）を血糖測定
が終了した後に行うことにより、前記複合センサー装置１７０に内蔵されたバッテリー２
００の電力消耗を減少させることができる。この際、スマートフォン１１０は、ブルート
ゥース（登録商標）・ロー・エネルギー中央装置としてのスキャニングを行っている中で
あるから、前記複合センサー装置１７０を発見（ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ）して連結（ｃｏｎ
ｎｅｃｔｉｏｎ）を試みる。この際、前記複合センサー装置１７０が連結を承認すれば、
前記スマートフォン４１０と前記複合センサー装置１７０は、連結状態となる（６４０）
。前記複合センサー装置１７０が連結状態になれば、血糖を測定したデータを前記スマー
トフォン４１０に送信し（６４５）、前記マイクロコントローラー２８０は、スリープモ
ードに入る（６５０）。
【００５６】
　血糖を測定する時、前記血糖ストリップ挿入口１７６に前記血糖ストリップ１７８が挿
入されれば、前記電流感知器２２０が出力を発生するものと記述したが、必ずこのように
しなければならないわけではない。前記電流感知器２２０は、前記血糖ストリップ１７８
に血液が点着した時、微細電流を検出し、自動に出力を発生するようにすることもできる
。
【００５７】
　図２および図３のすべての回路は、前記複合センサー装置１７０に内蔵された前記バッ
テリー２００により駆動される。図２および図３には、いかなる機械的電源スイッチ、機
械的選択スイッチ、ディスプレイがない。図２および図３で、前記複合センサー装置１７
０が測定をしない時は、前記血糖電流感知器２２０、前記心電図電流感知器２５０、前記
マイクロコントローラー２８０のみがそれぞれ略１ｕＡを消耗し、他のすべてのブロック
は完全にパワーオフとされる。すなわち待機時に前記複合センサー装置１７０全体の消耗
電力は、略３ｕＡ程度である。頻繁に使用されるＣＲ２０３２の容量は、略２００ｍＡｈ
である。したがって、ＣＲ２０３２を使用する前記携帯用複合センサー装置１７０の待機
時間は、例えば約７．６年である。測定時に消耗する電力の多くの部分は、無線通信のた
めに消耗し、測定時に消耗する電力は、略１０ｍＡである。無線通信を含む測定時間を基
準として一日に心電図の測定を３０秒に一度、血糖の測定を５秒に一度行う場合に、待機
時に消費される電力を含むとしても、一つのＣＲ２０３２を使用して、例えば約３年を使
用することができる。
【００５８】
　図７には、心電図を測定する時のアプリのフローチャートと血糖を測定する時のアプリ
のフローチャートを便宜上一緒に示した。しかし、実際には一度に一つの測定フローチャ
ートが実行される。ユーザが本発明によるアプリを開始すると、図４に示されたように、
スマートフォンディスプレイ１２０に各種タッチボタンが現れる（７１０）。
【００５９】
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　まず、心電図測定の場合について記述する。図７に示されたように、心電図を測定する
時のフローは、中心ライン７２２、７２４、７２６、７２８、７３０、７３２とブルート
ゥース（登録商標）・ロー・エネルギー（ＢＬＥ）ライン７５２、７５４の二つのライン
で構成される。アプリが開始すると、スマートフォンディスプレイ４２０に各種ボタンが
現れた（７１０）後、ブルートゥース（登録商標）・ロー・エネルギー通信を行うための
前記ＢＬＥライン７５２、７５４が開始する。心電図を測定しようとするユーザは、前記
心電図測定ボタン４３２をタッチする（７２２）。論理的に考える時、前記ＢＬＥライン
７５２、７５４は、前記心電図測定ボタン４３２のタッチ（７２２）により開始しなけれ
ばなければならないと考えることもできる。本発明において前記ＢＬＥライン７５２、７
５４を前記心電図測定ボタン４３２がタッチ（７２２）される前に開始させる理由は、血
糖の測定時には、前記血糖測定ボタン４４２をタッチしなくても、血糖測定の意図を前記
血糖測定ストリップ１７８の挿入により明確に把握することができるので、前記段階７７
２と前記段階７７４が不要であり得るからである。すなわち一つの血糖測定ストリップ１
７８が挿入されれば、自動的に血糖測定が完了して、前記スマートフォンディスプレイ４
２０に血糖測定結果が現れるようにするためである。
【００６０】
　ユーザが前記心電図測定ボタン４３２をタッチ（７２２）すると、心電図測定の要求信
号が前記ＢＬＥライン７５２、７５４に送られる（７２４）。また、前記スマートフォン
ディスプレイ４２０には、前記一対の電極１７２、１７４に両手をタッチするようなメッ
セージが表示される（７２４）。前記ＢＬＥライン７５２、７５４では、前記複合センサ
ー装置１７０に心電図測定の要求信号を送る。
【００６１】
　心電図測定の要求信号を受けた前記複合センサー装置１７０では、図５で記述した心電
図測定任務を行い、さらに前記ＢＬＥライン７５２、７５４に測定された心電図データを
伝送する。前記ＢＬＥライン７５２、７５４は、前記複合センサー装置１７０から受信し
た前記心電図データを前記中心ライン７２２、７２４、７２６、７２８、７３０、７３２
に伝達する。これにより、前記中心ライン７２２、７２４、７２６、７２８、７３０、７
３２が前記心電図データを受信する（７２６）。受信した前記心電図データを前記中心ラ
イン７２２、７２４、７２６、７２８、７３０、７３２で前記スマートフォンディスプレ
イ４２０にチャート形態でディスプレイする（７２８）。すべての心電図の測定が終われ
ば、測定された心電図データをファイル形態でスマートフォン保存装置に保存する（７３
０）。測定された心電図データが前記スマートフォンディスプレイ４２０にチャート形態
でディスプレイされている状態で、スマートフォンのアプリは、ユーザがアプリ終了ボタ
ンを押下して、アプリを終了することを待機する（７３２）。
【００６２】
　図７に示されたように、血糖を測定する時、フローは、中心ライン７７２、７７４、７
７６、７７８、７８０、７８２とＢＬＥライン７５２、７５４の二つのラインで構成され
る。アプリが開始すると、前記スマートフォンディスプレイ４２０に各種ボタンが現れた
（７１０）後、ブルートゥース（登録商標）・ロー・エネルギー通信実行のための前記Ｂ
ＬＥライン７５２、７５４が開始する。
【００６３】
　ユーザが前記血糖測定ボタン４４２をタッチ（７７２）すると、一つの血糖ストリップ
を挿入するようなメッセージが前記スマートフォンディスプレイ４２０に現れる（７７４
）。しかし、血糖測定要求信号を前記ＢＬＥライン７５２、７５４に送らない。これは、
心電図を測定する時、ユーザが心電図測定ボタンを押下すると（７２２）、心電図測定の
要求信号を前記ＢＬＥライン７５２、７５４に送る（７２４）ものとは異なる。これは、
血糖を測定するためには、ユーザが前記段階７７２と前記段階７７４を必ず行う必要はな
いからである。これは、ユーザが血糖測定を開始するには、単に前記血糖ストリップ挿入
口１７６に前記血糖ストリップ１７８を挿入すればよいからである。
【００６４】
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　前記段階７７２と前記段階７７４を行う理由は、ユーザが血糖を測定するためには、ア
プリで一つの血糖測定ボタンを選択しなければなければならないと考え、そのようにする
ことを希望することもできるので設けただけである。すなわち血糖を測定しようとするユ
ーザがアプリを実行させた時、一つの血糖測定ボタン４４２が現れなければ、ユーザは、
何かが間違ったと考えて慌てることもあるからである。したがって、図７で、前記段階７
７４は、ストリップを挿入するようなメッセージを前記スマートフォンディスプレイ４２
０に示す動作のみを行う。このようにして前記五番目の問題を解消する。
【００６５】
　前述した理由によって前記次の段階７７６、７７８、７８０、７８２は、ユーザが前記
段階７７２と７７４を行わなくても行われる。前記血糖ストリップ挿入口１７６に前記血
糖ストリップ１７８が挿入されれば（６１０）、前記複合センサー装置１７０では、図６
で記述した血糖測定任務を行って、さらに前記ＢＬＥライン７５２、７５４に測定された
血糖データを伝送する（６４５）。前記ＢＬＥライン７５２、７５４は、前記複合センサ
ー装置１７０から受信した前記血糖データを中心ラインに伝達する。これにより、前記中
心ラインが前記血糖データを受信する（７７６）。受信した前記血糖データを前記中心ラ
インで前記スマートフォンディスプレイ４２０にディスプレイする（７７８）。
【００６６】
　前記段階７７２と前記段階７７４なしにユーザが前記血糖ストリップ挿入口１７６に前
記血糖ストリップ１７８を挿入さえすれば血糖測定が行われる方式は、前記段階７７２と
前記段階７７４を使用しなければならない方式に比べてユーザに相当な便利さと手続の簡
便さと測定時間の節約を提供する。また、それにもかかわらず、前記段階７７２と前記段
階７７４を使用することもできるようにする本発明は、ユーザがどのように使用してもよ
いという点から、また、ユーザが使用規則を熟知する必要がないという点から、ユーザに
相当な便利さを提供する。すなわち本発明は、多様なユーザによる多様な使用法を受け入
れることができる。
【００６７】
　血糖値をディスプレイ（７７８）した後に測定された血糖値をファイル形態でスマート
フォン保存装置に保存する（７８０）。測定された血糖値が前記スマートフォンディスプ
レイ４２０にディスプレイされる状態で、スマートフォンのアプリは、ユーザがアプリ終
了ボタンを押下して、血糖測定を終了することを待機する（７８２）。
【００６８】
　以上のように、一つの携帯用複合センサー装置とスマートフォンのアプリを使用して心
電図と血糖の二つの生体情報を測定しようとする場合について本発明を具体的に説明した
が、これに限定されず、様々な測定項目とそれに該当する多様な装置に適用することがで
きる。本発明によれば、ユーザが何らの機械的スイッチや選択スイッチ、ディスプレイを
具備しない複合センサー装置と使用法が簡素化したスマートフォンのアプリを使用して、
できるだけすべての作動順序の場合の数に対して異常なく所望の結果の提供を受けること
ができる。
【産業上の利用可能性】
【００６９】
　本発明による携帯用複合センサー装置は、無線でスマートフォンと通信し、携帯に便利
であり、時間と場所に拘束されることなく、血糖や心電図など複数の医学的情報を得るこ
とができる携帯型健康測定装置に利用することができる。
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